
収益的収支 収益的収支 収益的収支 収益的収支 

平成14年度水道事業の決算報告 平成14年度水道事業の決算報告 平成14年度水道事業の決算報告 
播磨町水道事業の平成14年度決算が認定されたのでお知らせします。　s問い合わせ　管理課　10794（35）2379

資本的収支 資本的収支 資本的収支 資本的収支 古くなった水道施設の改良や新しい施設をつくるために必要な資金の収支 
水道料金による収入と水をつくったり、家庭に送るため
の維持管理経費などを中心とした営業活動の収支 

収　入 
6億6,204万円 

支　出 
5億2,811万円 

収　入 
2億7,6117,611万3千円千円      
収　入 

2億7,611万3千円   

水道料金 
5億6,305万6千円 

その他 
1億8,242万円 受水費 

6,784万6千円 
受水費 

6,784万6千円 

人件費 
7,017万4千円 

減価償却費 
2億1,288万8千円 

支払利息 
1億2,786万7千円 
支払利息 

1億2,786万7千円 

固定資産売却益 
6,800万円 

固定資産売却益 
6,800万円 

その他　3,098万4千円 その他　3,098万4千円 

黒字　84万5千円 

負担金 
2億5,211万3千円 

企業債償還金 
1億8,641万1千円 建設改良費 

3億4,169万9千円 

内部留保資金による補てん 
2億5,199万7千円 

内部留保資金による補てん 
2億5,199万7千円 

固定資産売却代金 
2,400万円 

固定資産売却代金 
2,400万円 

負担金 
建設または改良工事のための工事負
担金や、新たに水道水を使う時に支
払っていただいた加入分担金。また
給水装置負担金など。 

建設改良費 
古くなった水道管の付け替えや、
新しく水道管を延ばすために要
した経費。 

固定資産売却代金 
売却した水道事業用地の帳簿
価格相当分。 

水道料金 
使用者の皆さんに支払って
いただいた水道料金。 

固定資産売却益 
水道事業用地を売却して得
た利益。 

減価償却費 
施設の資産価値の減少分。将
来、老朽化した施設を更新す
るための財源となります。 

支払利息 
施設建設の時に借りたお金
（企業債）の利息。 

その他 
水を作るために必要な薬品や動力費、
集金や検針、水道管の修理や古くなっ
たメーターの交換などにかかった費用。 

人件費 
水道事業所で働く職員
の給料。 

受水費 
兵庫県から水道水を買った費用。
播磨町は９割を井戸水でまかなっ
ていますが、井戸の延命を考え、
また災害などの緊急時に備えるた
め、残りを兵庫県から購入してい
ます。 

内部留保資金による補てん 
減価償却費などの資産を再構
築するために積み立ててきた
資金。 

企業債償還金 
施設建設の際に借りたお金
（企業債）の元金返済分。 

（税抜き） （税込み） 

支　出 
6億6,119万5千円 
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収
入
の
主
な
も
の
は
、
下
水
道
工

事
な
ど
で
支
障
と
な
る
水
道
管
を
移

設
す
る
費
用
を
、
下
水
道
特
別
会
計

な
ど
に
負
担
し
て
も
ら
う
「
工
事
負

担
金
」
と
、
新
し
く
水
道
を
設
置
す

る
方
に
負
担
し
て
も
ら
う
加
入
分
担

金
な
ど
を
合
わ
せ
た
「
負
担
金
収
入
」

が
２
億
５
２
１
１
万
３
千
円
（
91
・

３
％
）
で
す
。

支
出
の
主
な
も
の
は
、
水
道
管
の

移
設
や
取
り
替
え
の
工
事
費
で
あ
る

建
設
改
良
費
、
３
億
４
１
６
９
万
９

千
円
（
64
・
７
％
）、
企
業
債
な
ど
の

元
金
償
還
金
、
１
億
８
６
４
１
万
１

千
円
（
35
・
３
％
）
で
す
。

こ
の
結
果
、
収
支
は
２
億
５
１
９

９
万
７
千
円
の
赤
字
と
な
り
ま
し
た

が
、
こ
の
赤
字
は
内
部
留
保
資
金
で

補
て
ん
し
ま
し
た
。

給
水
原
価
と
は
水
１
立
方
メ
ー
ト

ル
（
以
下
　
）
作
る
の
に
必
要
な
費

用
の
こ
と
で
、
平
成
14
年
度
決
算
で

は
１
６
０
・
46
円
と
な
り
ま
し
た
。

供
給
単
価
と
は
、
皆
さ
ん
か
ら
い

た
だ
い
て
い
る
水
道
料
金
の
１

当

た
り
の
平
均
金
額
の
こ
と
で
、
同
決

算
で
は
１
４
０
・
38
円
と
な
り
、
給

水
原
価
と
の
不
足
額
が
約
20
円
生
じ

ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
平
成
14
年
度
決
算

も
厳
し
い
状
況
で
あ
り
ま
す
が
、
皆

さ
ん
に
安
定
し
て
安
全
な
水
を
供
給

す
る
た
め
、
今
後
と
も
水
源
の
確
保

と
経
営
の
合
理
化
お
よ
び
経
費
の
削

減
を
図
り
適
正
な
経
営
に
努
め
ま
す
。

な
お
、
詳
し
い
財
務
諸
表
は
播
磨

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
ご
覧
く
だ

さ
い
。

事
例
①

「
町
か
ら
来
ま
し
た
。
水

道
管
の
止
水
栓
は
ど
こ
で
す
か
」
と

作
業
服
姿
で
訪
問
、
作
業
を
し
て
水

道
管
の
洗
浄
代
金
を
請
求
さ
れ
た
。

事
例
②

「
地
域
で
一
斉
に
水
道
管

の
洗
浄
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
」

と
い
っ
て
、
契
約
さ
せ
ら
れ
た
。

事
例
①
の
よ
う
に
町
な
ど
の
公
的

機
関
か
ら
の
訪
問
の
よ
う
に
思
わ
せ

る
手
口
や
、
事
例
②
の
よ
う
に
地
区

で
一
斉
に
点
検
・
清
掃
し
て
い
る
よ

う
に
話
し
、
清
掃
が
義
務
付
け
の
よ

う
に
思
わ
せ
て
契
約
す
る
手
口
が
あ

り
ま
す
が
、
役
場
か
ら
ご
家
庭
の
水

道
の
水
質
検
査
を
特
定
の
業
者
に
委

託
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

洗
浄
や
清
掃
を
依
頼
さ
れ
る
場
合

は
、
費
用
や
作
業
内
容
を
よ
く
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

契
約
や
支
払
い
で
の
相
談
は
東
播

磨
生
活
科
学
セ
ン
タ
ー
へ
。

1
０
７
９
４
（
２
４
）
０
９
９
９
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収
入
の
主
な
も
の
は
、
皆
さ
ん
か

ら
の
水
道
料
金
で
５
億
６
３
０
５
万

６
千
円
（
85
・
０
％
）、
と
水
道
事
業

用
地
を
売
却
し
た
利
益
６
８
０
０
万

円
（
10
・
３
％
）
で
す
。
こ
の
う
ち

水
道
料
金
収
入
は
、
景
気
の
低
迷
や

節
水
意
識
の
高
ま
り
に
よ
り
前
年
度

に
比
べ
、
１
９
１
１
万
１
千
円
減
少

し
て
い
ま
す
。

支
出
の
主
な
も
の
は
、
減
価
償
却

費
、
２
億
１
２
８
８
万
８
千
円
（
32
・

２
％
）、
施
設
を
整
備
す
る
た
め
に
借

り
た
お
金
の
利
息
で
あ
る
企
業
債
利

息
、
１
億
２
７
８
６
万
７
千
円
（
19
・

３
％
）、
兵
庫
県
か
ら
水
道
用
水
を
買

っ
た
お
金
で
あ
る
受
水
費
、
６
７
８

４
万
６
千
円
（
10
・
３
％
）
で
す
。

減
価
償
却
費
は
、
法
律
改
正
で
耐

用
年
数
が
見
直
さ
れ
た
こ
と
か
ら
前

年
度
に
比
べ
、
１
１
５
７
万
３
千
円

減
少
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
企
業
債

利
息
も
１
１
３
６
万
２
千
円
の
減
少

で
し
た
。

こ
の
結
果
、
前
年
度
に
比
べ
収
入

は
全
体
で
５
６
６
６
万
２
千
円
の
減

少
と
な
り
ま
し
た
が
、
支
出
も
全
体

で
６
５
１
４
万
６
千
円
の
減
少
と
な

っ
た
た
め
、
84
万
５
千
円
の
黒
字
と

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
本

年
度
ま
で
あ
っ
た
水
道
事
業
用
地
売

却
に
よ
る
特
別
利
益
が
来
年
度
以
降

な
く
な
り
ま
す
の
で
、
今
後
は
苦
し

い
経
営
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
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収
益
的
収
支
の
決
算

資
本
的
収
支
の
決
算

給
水
原
価
と
供
給
原
価

上
下
水
道
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

水
道
管
の
洗
浄
・
排
水
管
の
清
掃
の

訪
問
営
業
に
は
ご
注
意
く
だ
さ
い

各
地
区
ご
と
に
組
合
営
の

水
道
で
給
水
が
開
始
。 

新
島
が
埋
め
立
て
造
成
さ
れ

こ
の
地
へ
給
水
の
た
め
、町

営
水
道
が
発
足
。 

拡
張
工
事
に
よ
り
第
２
浄
水

場
が
完
成
。 

海
岸
付
近
の
水
源
井
塩
水
化
、

急
激
な
人
口
増
加
に
伴
う
水

需
要
の
増
大
に
よ
り
上
水
道

対
策
審
議
会
が
組
織
。 

上
水
道
創
設
事
業
の
認
可

を
受
け
、簡
易
水
道
を
廃
止
。

町
全
域
を
計
画
給
水
区
域

と
す
る
計
画
給
水
人
口
３

万
６
千
人
、計
画
１
日
最
大

給
水
量
２
万
２
千
　
、計
画

目
標
年
次
昭
和
60
年
度
と
し
、

水
源
の
開
発
、第
３
浄
水
場

の
建
設
、配
水
管
の
布
設
な

ど
の
事
業
を
実
施
。 

第
１
回
変
更
認
可
。計
画
人

口
４
万
５
千
人
、計
画
１
日

最
大
給
水
量
２
万
２
千
　
、

計
画
目
標
年
次
平
成
３
年

度
と
し
て
、事
業
実
施
。 

水
源
確
保
、施
設
な
ど
の
拡

充
整
備
を
目
的
に
、第
２
回

変
更
認
可
。計
画
目
標
年
次

平
成
22
年
、計
画
給
水
人
口

３
万
９
３
０
０
人
、計
画
１

日
最
大
給
水
量
２
万
２
千

　
と
し
、そ
の
水
源
と
し
て
、

自
己
水
１
万
９
千
　
と
兵

庫
県
営
用
水
供
給
事
業
よ

り
の
受
水
４
千
　
の
計
２
万

３
千
　
で
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。 

昭
和
30  

年
ご
ろ 

同
45
年 

  

同
47
年 

 

同
49
年 

   

同
50
年 

         

同
57
年 

    

平
成
７
年 

播
磨
町
水
道
事
業
の
沿
革 


